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健康せきかわ21健康せきかわ21健康せきかわ21

＜村の現状＞
　村の健康づくり指針「健康せきかわ21」では、定期的に歯科受診をしている成人の割合は男性21％、

女性29％と県を10％も下回る結果でした。

＜村の無料歯科検診、ぜひご活用ください！＞

　① 成人歯科検診

　　　村では30歳・40歳・45歳・50歳・55歳・60歳・70歳になられる方を対象に、個別による無料の

　　「成人歯科検診」を実施しています。（対象年齢で希望された方には5月に受診券を送付しています。）

　　まだ受診されていない方は年度中に受診してください。

　　※もし、申し込みをしていなくても対象年齢であれば受診することも可能です。詳細は役場保健師ま

　　　でお問い合わせください。

　② 婦人歯科検診

　　　妊婦の方を対象として、妊娠中に１回分無料の「妊婦歯科検診」を実施しています。妊娠期はホル

　　モンの影響で歯周疾患にかかりやすく、早産や低出生体重児出産のリスクが高まります。生まれてく

　　る赤ちゃんのためにも、歯のケアを意識的に行いましょう。

　③ ４歳児親子歯科健診

　　　４歳児と一緒に、保護者の方も無料で歯科検診を受けることが

　　できます。無料の検診になりますので、ぜひご利用ください。家

　　族みんなでお口の健康づくりをしましょう！

11月は「いい歯の月間」
11月8日は
「いい歯の日」

　健康でいきいきとした生活を送るために重要なお口の健康。一生おいしく、楽しい食生活を送

るために、歯は欠かせないパートナーです。お口の健康は食生活だけでなく、全身の健康にも影

響します。歯周病は、脳梗塞・心筋梗塞・糖尿病・動脈硬化・早産・認知症などを引きおこす原

因のひとつといわれています。

自分自身を守るために定期的に歯科検診を受けましょう！
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　来年４月からの入園募集を受け付けます。ただし、希望された保育園の定員が超えた場合は、ほか

の保育園に入園をお願いすることがありますので、ご了承ください。

※保護者が就労予定等で０〜１歳児のお子さんの途中入園の予定がある方は、今現在の状況を役場担

　当窓口へ必ずご相談ください。

【定　　員】　◎下関保育園…120人　◎大島保育園…45人

【保育時間】　８時〜16時（延長保育は７時30分〜19時）

【入園資格】　平成29年４月１日現在、関川村に住所がある乳幼児で下記条件に当てはまること

　　　　　　　《条件》①両親及び児童の面倒を見ている者が家庭外で働いている

　　　　　　　　　　　②両親及び児童の面倒を見ている者が家事以外の家業に従事

　　　　　　　　　　　③母親が出産前後または障がいのある方などを介護

　　　　　　　　　　　※３歳未満児は家庭保育ができない場合のみ受け付けます。

【申込方法】　入園申込書は各保育園、すくすく、役場にあります。必要事項を記入して、各保育園

　　　　　　　または役場に提出してください。

【受付期間】　11月４日（金）〜25日（金）　

【入園決定】　平成29年２月中旬

【保 育 料】　平成29年３月頃に広報お知らせ版でお知らせします。

【問い合わせ】住民福祉課福祉保険班　☎６４−１４７１

平成29年度保育園児募集
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